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親
鸞
の
成
仏
道

釈
尊
の
覚
り
と
、親
鸞
の
真
実
証
は
ど
の
よ
う

な
関
係
に
あ
る
の
か
。仏
教
思
想
に
対
す
る
広

い
視
野
と
深
い
洞
察
を
持
つ
著
者
に
し
か
な
し

え
な
い
、覚
り
の
本
質
を
具
体
的
に
明
ら
か
に

す
る
本
格
的
な
論
考
。
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川
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乘（
お
が
わ
　
い
ち
じ
ょ
う
）

一
九
三
六
年
、北
海
道
に
生
ま
れ
る
。一
九
六
五
年
、大
谷
大
学
大
学
院
博
士
課
程
満

期
退
学
。大
谷
大
学
学
長
、真
宗
大
谷
派
教
学
研
究
所
所
長
を
歴
任
。二
〇
二
一
年
、

第
五
五
回
仏
教
伝
道
文
化
賞
を
受
賞
。現
在
、大
谷
大
学
名
誉
教
授
、真
宗
大
谷
派
講

師
、真
宗
大
谷
派
西
照
寺
前
住
職
、文
学
博
士
。

著
書
は
、『『
顕
浄
土
真
実
証
文
類
』解
釈
』『『
顕
浄
土
真
仏
土
文
類
』解
釈
』『
イ
ン
ド

大
乗
仏
教
に
お
け
る
如
来
蔵
・
仏
性
の
研
究
』『
空
性
思
想
の
研
究
』『
大
乗
仏
教
の
根

本
思
想
』『
小
川
一
乗
仏
教
思
想
論
集
』（
全
４
巻
）ほ
か
多
数
。
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